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}日本人 の環境保 全の意識

八 木 健 三(や ぎ けんぞ う)

1914年 長野市に生 る。1938年 東

北大学 を卒業。東北大学、北海道

大学及 び北星学園大学の教授 を歴

任 し、現在北大及 び東北大名誉教

授。 自然 と人 との賢明な共存 の道

を探 る。

L

ウ
ォ
ー
ル
ス
テ
ッ
ト
氏
は
熱
帯
降
雨
林
の
破
壊
の
実
情
を

く
わ
し
く
の
べ
、
そ
れ
に
責
任
の
あ
る
日
本
が
保
護
を
は
か

る
べ
き
だ
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
私
を
含
め
心
あ
る
日
本
人

の
大
多
数
は
全
く
同
感
で
、
早
急
に
熱
帯
林
の
保
護
に
乗
り

出
す
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

永
年
、
日
本
人
は
自
然
を
愛
す
る
国
民
と
思
わ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
の
実
情
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
私
達
の
ま
わ
り

を
見
わ
た
す
と
、
自
然
保
護
や
環
境
保
全
に
対
す
る

一
般
の

関
心
は
あ
ま
り
高
く
な
い
と
思
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

そ
の
原
因
と
し
て
つ
ぎ
の
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
し
ょ
う
。
第

一
に
、
日
本
は
温
和
な
気
候
、
適
度
な
降
水
量
の
た
め
植
物

が
よ
く
繁
茂
し
、
破
壊
さ
れ
た
あ
と
も
比
較
的
速
か
に
復
原

さ
れ
ま
す
。

「あ
と
は
野

(草
の
生
え
た
)
と
な
れ
山

(木

の
生
え
た
)
と
な
れ
」
の
諺
は
、
植
生
の
成
長
の
速
や
か
な

日
本
に
限
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
第
二
に
日
本
は
周
囲
を

大
洋
に
囲
ま
れ
、
他
国
と
国
境
を
接
し
て
い
ま
せ
ん
。
第
三

に
青
少
年

へ
の
環
境
教
育
が
欠
け
て
い
ま
す
。
そ

し
て
第
四
に
、
大
戦
後
の
奇
蹟
と
も
言
わ
れ
る
日

本
の
経
済
的
復
興
の
間
に
、
日
本
人
は
か
つ
て
の

質
素
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
完
全
に
見
失
い
、
経

済
優
先
主
義
に
走

っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
残
念
な
が
ら
わ
が
国
民
の
環
境
問

題

へ
の
関
心
は
あ
ま
り
高
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
諸
外
国
、
と
く
に
ス
ウ

ェ
ー
デ
ソ
に
比
べ
る
と

歴
然
と
し
て
お
り
ま
す

(た
と
え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
自
然
保
護
協
会
会
員

一
八
万
人
、
W
W
F
会
員

一
二
万
人
に
対
し
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
会
員

一
三
〇
〇
人
、
W
W
F
日
本
会
員
六
七
〇
〇
人
)
。

大
企
業
の
指
導
者
は
環
境
保
全
に
資
金
を
投
ず

る
よ
り
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
ビ
ル
と
か
、
ピ
カ
ソ

や
ゴ
ッ
ホ
の
画
の
購
入
に
よ
り
関
心
を
も
ち
、
政

治
家
は
開
発
に
よ
り
積
極
的
で
、
環
境
問
題
に
は

消
極
的
で
す
。

一
例
を
あ
げ
る
と
、
開
発
を
強
く

制
約
す
る

「環
境
影
響
評
価
法
」

(通
称
ア
セ
ス

法
)
は
つ
い
に
国
会
に
お
い
て
成
立
せ
ず
、
リ
ゾ
ー

ト
開
発
を
促
進
す
る

「総
合
保
養
地
域
整
備
法
」

(通
称
リ
ゾ
ー
ト
法
)
は
ほ
と
ん
ど
審
議
も
さ
れ

な
い
ま
ま
、

一
九
八
七
年
成
立
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、

一
九
八
九
年

一
二
月
現
在
、
日
本

全
国
で
七
二
五
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

(国
土
の
一
九

・

ニ
パ
ー
セ
ソ
ト
)
に
及
ぶ
地
域
が
リ
ゾ
ー
ト
候
補
地
に
あ
げ

ら
れ
ま
し
た
。
北
海
道
で
も

一
一
六
の
計
画
が
あ
り
、
富
良

野

・
大
雪
地
域

(北
海
道
の
四
パ
ー
セ
ソ
ト
)
は
基
本
構
想

が
承
認
さ
れ
、
計
画
が
進
行
中
で
あ
り
ま
す

(図

一
)
。
ま

た
既
に

=
一=

の
ゴ
ル
フ
場
が
あ
る
の
に
、
さ
ら
に
造
成
中

が
二
〇
、
計
画
中
が
四
七
、
完
成
後
は
最
大
の
ゴ
ル
フ
王
国

と
な
り
ま
し
ょ
う

(図
二
・
省
略
、

一
九
ペ
ー
ジ
図
一
参
照
)
。

一
九
六
〇
年
代
の
日
本
列
島
改
造
論
時
代
の
開
発
を
は
る

オホーツク ・網走 周辺 地域

σ

富良野 ・大雪地域

中空知地域

函館 ・大沼周辺地域

北海道 における リゾー ト計画(1989)
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か
に
上
ま
わ
る
こ
れ
ら
の
計
画
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
過
当
競

争
の
結
果
必
然
的
に
多
数
の
リ
ゾ
ー
ト
地
が
落
伍
し
、
リ
ゾ
ー

ト
を
最
後
の
頼
み
と
し
た
地
方
自
治
体
は
さ
ら
に
貧
困
に
追

い
込
ま
れ
、
あ
と
に
は
も
は
や
修
復
の
不
可
能
な
、
自
然
の

破
壊
の
み
が
残
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
開
発
に
と
も
な
う
大
規
模
な
自
然
破
壊
は
大
き

な
社
会
的
問
題
と
な
り
、
こ
れ
に
対
す
る
反
対
の
草
の
根
運

動
も
全
国
的
に
拡
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
情
況
の
も
と
に
、
政
界
、
財
界

の
指
導
者
の
間

に
も
環
境
問
題

へ
の
関
心
が
漸
く
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
北
海
道
で
も
横
路
知
事
は
環
境
問
題
を
重
視
す
る
政

策
に
重
点
を
お
き
、

一
九
九
〇
年
度
の
環
境
保
全
の
支
出
予

算
を
二
一
パ
ー
セ
ソ
ト
増
加
し
ま
し
た
。
大
い
に
今
後
を
期

待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

つ
ぎ
に
ウ
ォ
ー
ル
ス
テ
ッ
ト
氏
の
強
調
さ
れ
た
熱
帯
林
の

実
情
は
、
国
際
熱
帯
木
材
機
関

(I
T
T
O
)
が
ま
と
め
た

、.↓
巨
冨

『
閃
同oヨ

ぎ
Φ
ω
〇
二
夢

ω
8
、、
(邦
訳

黒
田
洋

一

フ
ラ
ソ
ソ
ワ
・
ネ
ク
ト
ー

「熱
帯
林
破
壊
と
日
本
の
木

材
貿
易
」
築
地
書
館

一
九
八
九
)
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
読
み
ま
す
と
、
熱
帯
林
破
壊
は
企
業
の
み
の

責
任
で
は
な
く
、
紙
や
木
材
製
品
を
浪
費
し
て
い
る
わ
れ
わ

れ
自
身
の
日
常
生
活
が
強
く
反
省
さ
れ
ま
す
。
年
間

一
人
当

り
の
紙
類
使
用
量
が
、
E

・
C
諸
国

八

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に

対
し
、
日
本

一
六
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
か
ら
明
か

な
よ
う
に
、
紙
の
浪
費
を
や
め
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
転

換
の
必
要
性
が
痛
感
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
林
業
関
係
者
も
漸
く
熱
帯
林
保
護

へ
の
と
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。
最
近
林
野
庁
長
官
の
諮
問
機
関

「熱
帯
林

問
題
に
関
す
る
懇
談
ム
至

は
造
林
や
生
態
系
保
護
の
具
体
策

を
も
り
こ
ん
だ

「緑
の
緊
急
保
全

一
〇
力
年
計
画
」
を
提
案

し
ま
し
た
。
ま
た
横
浜
国
大
宮
脇
教
授
ら
は

マ
レ
ー
シ
ア
の

伐
採
跡
地
に
ラ
ワ
ソ
材
に
な
る
苗
木
を
植
え
る
方
式
の
計
画

を
す
鼠
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
提
案
が
充
分
な
予
算
を
も
っ

て
、
速
か
に
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
望
む
も
の
で

す
。ウ

ォ
ー
ル
ス
テ
ッ
ト
氏
の

「自
然
保
護
と
発
展
と
は
競
合

す
る
も
の
で
は
な
く
、
互
い
に
協
力
し
合
う
も
の
で
あ
る
」

と
の
結
論
に
、
私
は
全
く
同
感
で
す
。
田

o口
o日
嘱
(経
済
)

と
田

oざ
題

(生
態
)
と
が
、

「家
」
を
意
味
す
る
ギ
リ
シ
ャ

語
の

.○
涛
o
ω、、
の
語
源
を
共
有
す
る
こ
と
は
、
興
味
深
い

こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な

「持
続
的
な
発
展
」
の
終
局
的
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ソ
と
日
本
と
の
間
に
お
け
る
環

境
問
題
国
際
協
同
計
画
ー
熱
帯
林
保
護
の
早
急
な
活
動
を

ふ
く
め
て
ー
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま

す
。
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